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要
予
約

午後１時
　   ～４時と　き

ところ
主催・
連絡先

　

2
0
1
4
年
が
明
け
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

市
議
団
は
平
和
や
く
ら
し
を
守
る
た
め
今
年
も

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

11
月
22
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
12
月
議
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
図
書
館
建
替
え
、
坪
井

小
学
校
増
設
、
前
原
中
学
校
一
部
建
替
え
な
ど

の
工
事
契
約
や
、
リ
ハ
ビ
リ
診
療
や
訪
問
看
護
・

リ
ハ
を
行
う
市
立
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
条
例
、
学
校
耐
震
化
工
事
を
前
倒
し
で
発

12月議会

学
校
耐
震
化
を
前
倒
し
発
注
へ

市
議
会
会
派
の
離
合
集
散
も

注
す
る
た
め
の
補
正
予
算
の
議
案
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
8
％
へ
の
消
費
税
増

税
に
備
え
る
補
正
予
算
と
児
童
遊
園
を
廃
止

す
る
議
案
に
は
日
本
共
産
党
は
反
対
し
ま
し

た
。

　

ま
た
こ
の
と
こ
ろ
、
船
橋
市
議
会
で
は
自
民

党
系
会
派
が
3
つ
に
分
裂
す
る
と
と
も
に
、
民

主
党
の
1
議
員
が
自
民
系
会
派
に
移
動
、
み
ん

な
の
党
も
１
議
員
が
自
民
系
会
派
、
1
議
員
が

無
所
属
と
な
る
離
合
集
散
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

船
橋
市
で
は
、
学
校
施
設
の

耐
震
補
強
工
事
が
大
変
遅
れ
て

い
ま
す
。
原
因
は
、
計
画
的
に

事
業
を
進
め
て
こ
な
か
っ
た
こ

校
舎
の
耐
震
補
強
な
ど
の
入
札
不
調

 　

 

原
因
は
、
下
請
職
人
の
不
足

と
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
の
耐

震
化
率
は
約
53
％
で
、
千
葉
県

内
で
は
最
下
位
で
す
。

　

さ
ら
に
最
近
は
、
工
事
請
負

契
約
で
入
札
不
調
が

続
き
、
平
成
27
年
度

ま
で
に
事
業
が
進
む

の
か
、
不
確
実
と
な

っ
て
い
ま
す
。

職
人
増
や
す
に
は

「
公
契
約
条
例
」

が
重
要

　

入
札
不
調
の
主
な

原
因
は
、
下
請
職
人

不
足
の
た
め
業
者
が

入

札

に

参

加

し

な

い
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　

建
設
現
場
で
は
、

元
請
事
業
者
に
よ
る

ダ
ン
ピ
ン
グ
や
契
約

金
額
に
社
会
保
険
料

が
明
示
さ
れ
な
い
な

ど
の
問
題
が
、
な
か

な
か
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
深
刻
な
人
手
不
足

を
招
い
て
い
ま
す
。

　

建
設
現
場
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
が
、
ど
こ
の
現
場
で
働

い
て
も
生
活
で
き
る
賃
金
を
保

障
さ
れ
る
こ
と
が
、
人
手
不
足

の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日

本
共
産
党
は
、
公
共
事
業
下
請

け
労
働
者
の
低
賃
金
を
解
消
す

る
た
め
に
「
公
契
約
条
例
」
の

　

児
童
遊
園
を
2
0
1
4
年
4

月
1
日
か
ら
廃
止
す
る
条
例
が

賛
成
多
数
で
可
決
・
成
立
し
ま

し
た
。
「
指
導
員
の
配
置
な
ど

県
条
例
の
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
」
と
い
う
の
が
理
由
で
す
。

現
在
市
内
に
は
1
6
8
カ
所
の

児
童
遊
園
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
1
2
8
カ
所
は
都
市
公

園
に
、
残
り
は
た
だ
の
広
場
に

な
り
ま
す
。

　

市
は
、
「
施
設
は
そ
の
ま
ま

残
り
利
用
方
法
も
今
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

周
辺
に
お
け
る
風
俗
営
業
許
可

の
規
制
対
象
施
設
で
な
く
な
る

た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
市
内
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
の
び
の
び
と
外
遊
び
で
き

る
場
所
が
少
な
く
、
保
護
者
の

み
な
さ
ん
か
ら
環
境
整
備
を
求

め
る
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
「
要
件
を

備
え
た
児
童
遊
園
の
整
備
に
こ

そ
取
り
組
む
べ
き
」
と
主
張
し

廃
止
に
反
対
し
ま
し
た
。

風
営
法
の
規
制
は
ず
し
!?

　
　
　

 

児
童
遊
園
条
例
の
廃
止

　

市
内
で
は
20
の
通
所
介
護
事

業
所
が
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
「
お
泊

り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
法
的
な
規
制
が
な
い

中
、
安
全
性
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
船
橋
市
は
通

所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
宿
泊

サ
ー
ビ
ス
に
一
定
の
基
準
を
定

め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
示
し

ま
し
た
。

　

船
橋
市
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
案
と
実
際
に
事
業
所
が

こ
れ
で
安
全
確
保
で
き
る
か

　
　
　
　
「
お
泊
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

実
施
し
て
い
る
事
業
内
容
に
は

表
の
よ
う
に
か
な
り
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
り
、
と
り
上
げ
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
罰
則
等
の
法
的
拘
束
力
は
な

い
が
、
利
用
者
の
尊
厳
の
保

持
、
安
全
の
確
保
等
、
事
業
所

に
は
で
き
る
限
り
の
協
力
を
お

願
い
す
る
」
「
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
状
況
を
公
表
し
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
守
る
こ
と
が
事
業
所
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

制
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

入
札
時
期
の
変
更
で
改
善
に
？

　

市
は
、
公
契
約
条
例
の
制
定

は
考
え
て
い
な
い
と
の
答
弁
で

す
が
、
適
正
な
施
行
体
制
の
確

立
の
た
め
に
「
元
請
事
業
者
を

指
導
し
て
い
く
」
こ
と
は
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
、
下
請
事
業
者
を
確

保
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
入

札
時
期
を
5
～
6
月
か
ら
3
月

へ
変
更
し
、
早
期
発
注
で
対
応

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
改
善

に
な
る
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま

せ
ん
。

よ
う
な
届
け
出
公
表
制
度
を
と

る
」
等
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

冬空の下に咲くチューリップ
-アンデルセン公園
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発議案・陳情に対する各会派の態度

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
か
ら

■優先的に実施してほしい政策（複数回答の集計）■暮らしについて、去年と
　比較してきびしくなって
　いると感じますか
　　（　）内は昨年の数字
　　2014年度集計数1400、2013年度集計数813

　

▽きびしくなった
と感じる
55%（68%）

▽かわらない
38%（30%）

▽よくなったと
感じる
4%（2%）

回答数

市
議
会
議
員
定
数
削
減
条
例
案　

否
決

民
意
け
ず
る
と
し
て
反
対 

日
本
共
産
党

　

12
月
市
議
会
に
議
員
定
数
を

現
在
の
50
人
か
ら
40
人
に
削
減

す
る
議
案
が
、
み
ん
な
の
党
と

民
主
党
の
6
人
か
ら
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、「
議

員
の
削
減
は
、
市
民
の
声
が
届

き
に
く
く
な
り
、
少
数
政
党
の

排
除
に
つ
な
が
る
」
こ
と
か
ら
、

反
対
し
ま
し
た
。
多
数
で
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

　

改
正
前
地
方
自
治
法
は
、
人

口
に
比
例
し
た
議
員
定
数
を
想

定
し
、
人
口
50
万
以
上
都
市
は

56
人
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
船
橋
市

議
会
は
議
員
定
数
を
、
昭
和
58

年
に
52
に
増
や
し
ま
し
た
が
、

平
成
10
年
に
50
に
削
減
し
ま
し

た
。
議
会
費
の
削
減
と
い
う
な

ら
、
議
員
報
酬
の
削
減
な
ど
こ

そ
見
直
し
を
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
政
党
助
成
金
こ
そ
廃
止

す
べ
き
で
す
が
、
こ
の
声
は
他

の
ど
の
党
か
ら
も
出
て
い
ま
せ

ん
。

　

三
番
瀬
は
豊
な
漁
場
で
す

が
、
毎
年
の
よ
う
に
「
青
潮
」

の
流
入
で
、
ア
サ
リ
な
ど
の
生

物
の
死
滅
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。

　

三
番
瀬
の
青
潮
の
発
生
場
所

は
、
幕
張
な
ど
の
埋
め
立
て
に

使
っ
た
海
底
の
土
を
取
っ
た
跡

の
く
ぼ
地
で
す
。

　

深
さ
が
30
メ
ー
ト
ル
、
縦
横

が
数
百
メ
ー
ト
ル
の
「
く
ぼ
地
」

が
い
く
つ
も
存
在
し
、
総
容
量

1
億
立
方
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り

ま
す
。
こ
こ
に
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

な
ど
有
機
物
が
沈
殿
し
、
そ
れ

が
分
解
さ
れ
る
過
程
で
酸
素
が

消
費
さ
れ
「
貧
酸
素
水
」
が
作

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
秋
口
、
北

風
が
吹
き
続
け
る
と
、
表
面
の

海
水
が
東
京
湾
口
の
方
に
押
し

や
ら
れ
、
海
底
の
「
貧
酸
素
水
」

が
海
面
に
湧
き
上
が
り
、
「
青

潮
」
と
な
っ
て
、
三
番
瀬
を
お

お
う
と
い
う
の
が
、
青
潮
被
害

の
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　

く
ぼ
地
を
な
く
せ
ば
貧
酸
素

水
を
無
く
せ
ま
す
が
、
東
京
港

の
航
路
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）

ヘ
ド
ロ
の
捨
場
に
使
う
な
ど
は

論
外
で
す
。

　

貧
酸
素
水
の
解
消
に
は
、「
マ

イ
ク
ロ
」
と
か
「
ナ
ノ
」
と
形

容
す
る
微
小
の
気
泡
に
し
て
海

中
に
空
気
を
送
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
方
法
で
す
と
、
空

気
中
の
酸
素
を
ほ
ぼ
1
0
0
％

の
高
率
で
海
水
に
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

深
さ
40
メ
ー
ト
ル
ま
で
空
気

を
送
る
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

　

12
月
24
日
の
会
派
代
表
者
会

議
に
長
谷
川
大
議
長
か
ら
「
平

成
26
年
度
に
実
施
さ
れ
る
姉

妹
・
友
好
都
市
交
流
事
業
に
、

市
議
会
代
表
団
も
参
加
し
た
い

の
で
予
算
要
求
を
し
た
い
」
旨

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
オ
ー
デ
ン
セ

市
と
は
姉
妹
都
市
提
携
25
周

年
、
中
国
の
西
安
市
と
は
友
好

都
市
提
携
20
周
年
を
迎
え
る
に

当
り
「
両
市
に
各
10
名
ず
つ
の

議
員
を
訪
問
さ
せ
た
い
」
と
の

こ
と
で
す
。
派
遣
予
算
は
オ
ー

デ
ン
セ
市
視
察
が
4
泊
6
日
で

約
1
千
1
6
4
万
円
、
西
安
市

が
3
泊
4
日
で
6
1
1
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
「
経
済
状
況

も
未
だ
回
復
さ
れ
な
い
中
、
消

費
税
の
増
税
が
計
画
さ
れ
、
市

民
生
活
の
き
び
し
さ
は
増
す
ば

か
り
で
あ
る
。
市
民
の
税
金
を

多
額
に
使
用
す
る
海
外
交
流
事

業
は
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な

い
。
今
ま
で
通
り
議
長
が
市
議

会
を
代
表
し
て
参
加
す
れ
ば
良

い
」
と
反
対
し
ま
し
た
。

　

こ
の
提
案
に
対
し
て
、
日
本

共
産
党
と
会
派
「
凛
」
「
市
民

社
会
ネ
ッ
ト
」
は
反
対
し
ま
し

た
が
、
他
の
会
派
は
、
予
算
要

求
す
る
こ
と
に
は
賛
成
し
ま

し
た
。
議
長
は
、
「
枠
は
取
ら

せ
て
い
た
だ
く
」
と
反
対
の

意
見
を
無
視
し
て
、
市
長
に

両
市
へ
の
派
遣
費
用
と
し
て
、

1
7
7
5
万
円
を
要
求
す
る
と

の
態
度
で
し
た
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
の
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

は
、
現
在
1
6
0
0
通
近
く
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
10
月
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
1
4
0
0
通
に
つ
い
て

「
2
0
1
4

年
度
予
算
要

望
書
」
に
ま

と
め
、
12
月

20
日
、
松
戸

徹
市
長
に
提

出
、
要
望
実

現
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。

　
要
望
書
に

載
せ
き
れ
な

か
っ
た
項
目

に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
担

当
議
員
が
現

地
を
調
査

し
、
改
善
に

と
り
く
ん
で

い
き
ま
す
。

効
果
的
な
三
番
瀬
の
青
潮
対
策
を

結
果
共
産
公
明
自
無
自
民
凛 市
ネ
み
ん
市
政
民
主
は 高12 月議会　議員発議による意見書や条例

特定秘密保護法案撤回等に関する意見書

2014 年 4 月からの消費税増税中止に関する意見書

復興特別法人税廃止反対及び法人税率引き下げ反対に関する意見書

集団的自衛権の憲法解釈維持に関する意見書

放射能汚染水問題の危機打開に関する意見書

社会保障改革プログラム法案撤回に関する意見書

船橋市議会議員定数条例の一部を改正する条例

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

○

×

○

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

○

○

○

×

×

×

×

×

○

○

×

×

○

○

○

要
で
す
が
、
太
陽
光
や
風
力
の

小
規
模
の
シ
ス
テ
ム
を
一
定
数

設
置
し
ま
す
。　
　

　

「
青
潮
対
策
と
し
て
こ
の
方

法
を
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
と

共
同
研
究
す
る
よ
う
提
案
」
し

ま
し
た
。
市
長
も
「
検
討
は
し

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

※
マ
イ
ク
ロ
は
10
の
マ
イ
ナ
ス

6
乗
＝
0
・
0
0
0
0
0
1
、
ナ

ノ
は 

10
の
マ
イ
ナ
ス
9
乗
＝

0
・
0
0
0
0
0
0
0
0
1
。

市
長
に
予
算
要
望
書
提
出

議
長
が
強
引
に
、
議
員
の
海
外
派
遣

予
算
１
７
７
５
万
円
要
求

　

こ
の
他
、
公
共
施
設
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
、
精
神
障
害
者

支
援
、
待
機
児
童
対
策
、
労

働
相
談
所
の
設
置
、
特
別
支

援
教
育
の
充
実
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
な
ど

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。


